
12月議会で賛否が分かれた主な陳情

求める内容
颯
爽

自
民

さ
が
み

公
明

立
民

維
新

共
産

小
林

核兵器廃絶 ○ × ○ × ○ × ○ ○

女性差別撤廃条約 
選択議定書の批准 ○ × × × ○ × ○ ×

医療・介護現場の 
人員増と処遇改善 ○ × × × ○ × ○ ×

赤
ち
ゃ
ん
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
ま
ち
に 

の
も
と
よ
し
み
通
信

核
兵
器
廃
絶
平
和
都
市
宣
言
か
ら
40
年　
未
来
へ
つ
な
ぐ
使
命

1
9
8
4
年
12
月
3
日
、
相
模
原
市
議
会

は
全
会
一
致
で
「
相
模
原
市
核
兵
器
廃
絶
平

和
都
市
宣
言
」
を
可
決
し
ま
し
た
。
そ
れ
か

ら
40
年
後
の
同
日
、
市
民
環
境
経
済
委
員
会

で
、
核
兵
器
禁
止
条
約
へ
の
署
名
、
批
准
に

向
け
た
検
討
と
締
約
国
会
議
へ
の
オ
ブ
ザ
ー

バ
ー
参
加
を
国
に
求
め
る
陳
情
を
審
査
し
ま

し
た
。

私
は
、「
日
本
被
団
協
が
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞

を
受
賞
し
た
記
念
す
べ
き
年
で
あ
り
、
平
和

都
市
宣
言
40
周
年
記
念
事
業
も
開
催
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
機
会
を
捉
え
て
全
会
一
致
で
陳

情
を
採
択
し
、
ぜ
ひ
歴
史
的
な
一
歩
を
踏
み

出
す
こ
と
を
期
待
し
た
い
」
と
賛
同
を
求
め

ま
し
た
。
し
か
し
、
自
民
、
公
明
、
維
新
が

反
対
し
、
陳
情
は
不
採
択
に
。
反
対
し
た
委

員
は
、
質
疑
も
討
論
も
行
わ
な
か
っ
た
た
め
、

理
由
は
不
明
で
す
。

地
球
上
で
は
、
今
な
お
核
兵
器
が
作
ら
れ
、

戦
争
が
起
き
、
多
く
の
人
々
の
人
権
が
奪
わ

れ
て
い
ま
す
。「
核
兵
器
は
人
類
と
共
存
で

き
な
い
、
共
存
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
」（
田

中
被
団
協
代
表
委
員
の
言
葉
）
の
で
す
。
本

市
の
先
人
た
ち
が
「
す
べ
て
の
核
兵
器
が
廃

絶
さ
れ
る
こ
と
を
強
く
希
求
し
、
恒
久
的
な

世
界
平
和
を
願
い
」
宣
言
し
た
そ
の
思
い
と

意
義
を
、
私
た
ち
は
改
め
て
肝
に
銘
じ
、
実

現
に
向
け
た
不
断
の
努
力
を
先
人
と
次
世
代

に
約
束
す
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

3月議会の日程

2月 17日（月） 本会議（提案説明）

 26日（水）、27日（木） 本会議（代表質問）

3月 3日（月） ～ 7日（金） 各常任委員会

 18日（火）、19日（水）、21日（金） 一般質問

 25日（火） 本会議（採決）

※のもとは、代表質問を行います。

2025年の初日の出に染まる富士山　陣馬山頂にて

第52回　のもとよしみの議会報告会

相模湖公民館
10時～12時
城山公民館
14時～16時　

 日にち  
2月9日（日）

団塊の世代が後期高齢者となる2025年。
人材不足や社会保障費の増加に加え、望ま
ぬ孤立化や不登校、少子化の問題、施設
の老朽化、新たなまちづくりなど、市政運
営も重要な局面を迎えます。統計やデータ
を基に、私たちの暮らしと地域の未来につ
いて考えてみませんか。

「2025年」と「これから」を考える 参加費無料

2025年1月

No.70

相
模
原
市
議
会
議
員　

颯さ
っ

爽そ
う

の
会



事業者向け

1
19

1
26

1
31

２
４

南区合同庁舎 ３階

緑区合同庁舎 ４階　

相模湖総合事務所 ３階 

ウェルネスさがみはら ７階  

A

A
B

A
B

A
B

A
B

B 市民向け

10時 ～ 11時

15時 ～ 16時
19時 ～ 20時

15時 ～ 16時
19時 ～ 20時

13時30分 ～ 14時30分

10時 ～ 11時
13時30分 ～ 14時30分

日（　  ）

日（　  ）

（　  ）

盛土規制法に関する説明会

金

（　  ）火

※
1 

青
少
年
学
習
セ
ン
タ
ー
（
中
央
区
矢
部
新
町
3
ー
15
）

内
に
あ
り
、
相
談
員
4
名
、
救
済
委
員
3
名
（
大
学
准

教
授
、
弁
護
士
）
が
相
談
に
応
じ
て
い
る
。
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ど
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指
定
事
業
所
で
不
適
切
請
求　

市
の
過
払
い
額
は
6
5
0
0
万
円

障
害
者
の
移
動
支
援
を
行
う
指
定
事
業
者

が
、
不
正
請
求
を
行
っ
て
い
る
と
の
情
報
が

届
き
、
経
緯
と
市
の
対
応
を
質
し
ま
し
た
。

通
報
に
基
づ
く
立
ち
入
り
調
査
で
不
適
切
な

請
求
が
あ
る
こ
と
を
確
認
し
、
行
政
指
導
を

実
施
。
居
宅
介
護
と
移
動
支
援
事
業
で
過
去

5
年
（
そ
れ
以
前
は
遡
り
不
可
）
の
過
払
い

分
、
6
5
0
0
万
円
の
返
還
を
受
け
た
と
の

こ
と
。
1
回
の
長
時
間
サ
ー
ビ
ス
を
分
割
し
、

2
つ
の
事
業
所
か
ら
高
い
報
酬
単
価
で
請
求

し
て
、
過
剰
な
給
付
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

不
正
で
は
な
い
の
か
、
行
政
処
分
に
値
し

な
い
の
か
と
質
し
ま
し
た
が
、
市
長
は
、「
大

変
遺
憾
で
あ
り
、
看
過
で
き
る
も
の
で
は
な

い
」
と
し
な
が
ら
も
、「
不
適
切
だ
が
不
正
請

求
に
は
当
た
ら
ず
、
監
査
で
も
指
定
取
り
消

し
等
の
行
政
処
分
に
は
あ
た
ら
な
か
っ
た
」

と
答
弁
。
再
発
防
止
策
も
、
市
が
不
適
切
な

請
求
に
気
づ
く
の
は
困
難
で
、
事
業
所
に
注

意
喚
起
を
行
い
、
適
正
な
運
営
を
指
導
す
る

と
い
う
心
も
と
な
い
も
の
で
し
た
。

誠
実
な
事
業
者
や
従
事
者
、
利
用
者
が
不

利
益
を
被
る
こ
と
、
税
の
ム
ダ
遣
い
は
、
断

じ
て
許
さ
れ
ま
せ
ん
。
国
等
へ
事
例
を
報
告

し
て
改
善
を
求
め
、
市
の
要
綱
も
改
正
す
る

な
ど
、
根
本
的
な
再
発
防
止
と
障
害
福
祉
サ

ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
に
努
め
る
よ
う
、
要
請

し
ま
し
た
。

盛
土
規
制
へ
の
対
応　

課
題
と
今
後

盛
土
規
制
法
に
係
る
新
規
条
例
と
土
砂
条

例
の
改
正
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
4
月
か
ら
、

全
市
が
「
宅
地
造
成
等
工
事
規
制
区
域
」
ま

た
は
「
特
定
盛
土
等
規
制
区
域
」
に
指
定
さ

れ
、
盛
土
規
制
法
と
改
正
土
砂
条
例
と
で
の

運
用
が
開
始
さ
れ
ま
す
。
市
条
例
の
特
色
と

し
て
は
、
近
隣
住
民
等
へ
の
周
知
等
の
手
続
、

中
間
検
査
の
基
準
の
上
乗
せ
、
保
証
金
の
預

託
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

新
規
条
例
は
、
既
存
盛
土
も
対
象
に
な
り

ま
す
。
課
題
が
あ
る
箇
所
（
青
野
原
、
志
田

峠
、
篠
原
等
）
の
現
状
を
確
認
し
、
県
と
市

で
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
の
か
質
す
と

と
も
に
、
4
月
以
降
は
、
機

動
的
に
対
応
で
き
る
職

員
体
制
と
し
、
不
法

投
棄
や
違
反
建
築
、

農
地
違
反
を
防
止
す

る
パ
ト
ロ
ー
ル
と
も

連
携
し
て
、
効
率
的
、

効
果
的
に
市
民
生
活

の
安
全
と
環
境
保
全
に
努
め
る
よ
う
、
強
く

要
請
し
ま
し
た
。

子
ど
も
の
権
利
相
談
室
の
活
用
を

子
ど
も
の
権
利
条
例
が
施
行
さ
れ
、
相
談

室
（
さ
が
み
み
）
が
設
置
さ
れ
て
10
年
。
こ

の
間
、
不
登
校
者
数
や
児
童
虐
待
数
、
い
じ

め
の
認
知
件
数
は
増
え
続
け
、
い
じ
め
重
大

事
態
も
3
年
続
け
て
発
生
し
て
い
ま
す
が
、

相
談
数
は
増
え
て
お

ら
ず
、
救
済
機
関

と
し
て
の
調
査
や

調
整
の
実
績
は
あ
り

ま
せ
ん
。
教
育
と
福
祉

の
垣
根
を
超
え
て
、
子
ど
も
の
目
線
で
わ
か

り
や
す
い
相
談
支
援
体
制
と
し
、
相
談
室
を

第
三
者
機
関
の
人
権
相
談
窓
口
と
し
て
活
か

す
よ
う
、
求
め
ま
し
た
。

思
春
期
世
代
の
相
談
支
援
の
充
実
と

ユ
ー
ス
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
設
置
を

10
代
か
ら
20
代
の
思
春
期
は
、
精
神
的
に

不
安
定
に
な
り
、
身
体
や
性
・
心
に
関
す
る

悩
み
を
抱
え
が
ち
で
す
。
ま
た
、
S
N
S
等

の
誤
っ
た
情
報
で
自
分
や
他
人
を
傷
つ
け
た

り
、
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
た
り
も
し
ま
す
。

そ
こ
で
、
こ
の
世
代
に
特
化
し
た
相
談
支
援

の
充
実
と
、
プ
レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン
ケ
ア
の

対
象
年
齢
の
拡
大
と
内
容
の
充
実
を
求
め
た

と
こ
ろ
、
検
討
す
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

ユ
ー
ス
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
設
置
は
、
日
本
で

も
広
が
っ
て
い
ま
す
。
東
京
都
の
「
若
者
ヘ

ル
ス
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」（
わ
か
さ
ぽ
）
は
、

無
料
W
i
F
i
や
飲
み
物
等
を
備
え
、
看
護

師
等
が
対
面
や
電
話
、
メ
ー
ル
で
相
談
に
応

じ
て
い
ま
す
。
性
感
染
症
や
予
期
せ
ぬ
妊
娠

等
の
相
談
で
は
、
必
要
に
応
じ
て
妊
娠
検
査

薬
の
提
供
や
医
療
機
関
へ
の
同
行
も
。
本
市

も
、
こ
の
世
代
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
設

置
を
検
討
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。
悩
み
を

抱
え
た
時
、
孤
立
さ
せ
な
い
こ
と
が
大
切
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

水
難
事
故
予
防　

効
果
的
な
対
策
を

本
市
で
は
、
昨
年
に
続
き
、
今
年
も
相
模

川
で
尊
い
命
が
失
わ
れ
ま
し
た
。
水
泳
の
実

技
は
、
異
常
な
暑
さ
と
教
員
の
働
き
方
改
革

も
あ
り
、
全
国
的
に
減
る
傾
向
で
す
が
、
命

を
守
る
た
め
に
基
本
的
な
知
識
の
習
得
と
効

果
的
な
実
践
の
機
会
を
保
障
し
、
水

遊
び
を
し
た
く
な
る
季
節
の
前

に
、
川
や
海
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
や

危
険
性
等
を
学
ぶ
機
会
を
全
校

で
確
保
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

急
増
す
る
不
登
校
の
児
童
生
徒

実
態
調
査
と
学
校
を
魅
力
あ
る
場
に

昨
年
度
の
本
市
の
不

登
校
者
数
は
、
小
学
校

6
9
5
人
、
中
学
校

1
3
7
5
人
の
計

2
0
7
0
人（
グ
ラ
フ
参

照
）。
過
去
最
多
で
す
。

コ
ロ
ナ
禍
後
に
急
増
し
、

全
国
に
比
べ
て
中
学
生
の
伸
び
が
顕
著
で
、

不
登
校
の
長
期
化
も
課
題
で
す
。
不
登
校
の

要
因
で
1
番
多
い
の
が
、「
学
校
生
活
に
対
し

て
や
る
気
が
出
な
い
」
で
し
た
。
社
会
に
つ

な
が
り
、
自
立
に
向
け
て
歩
む
子
ど
も
が
い

る
一
方
で
、
う
つ
状
態
に
陥
る
な
ど
深
刻
な

場
合
も
。
寄
り
添
っ
た
支
援
や
対
策
が
行
え

る
よ
う
、
子
ど
も
の
状
況
や
や
る
気
が
出
な

い
要
因
等
を
把
握
す
る
た
め
の
実
態
調
査
を

求
め
、
検
討
す
る
と
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

学
校
を
魅
力
あ
る
場
に
変
え
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。
一
斉
授
業
か
ら
、
ひ
と
り
ひ

と
り
の
「
好
き
」
や
「
楽
し
い
」
や
「
な
ぜ
」

を
追
求
し
て
い
く
、
個
別
最
適
・
協
働
的
な

学
び
の
重
要
性
を
訴
え
ま
し
た
。
ま
た
、
フ

ル
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
の
実
現
を
目
指
し

つ
つ
、
そ
の
間
も
ひ
と
り
ひ
と
り
の
子
ど
も

の
「
今
」
を
大
切
に
す
る
よ
う
促
し
ま
し
た
。

教
員
の
不
適
切
な
関
り
は
、
子
ど
も
の
自

己
肯
定
感
を
下
げ
、
問
題
行
動
や
不
登
校
に

も
つ
な
が
り
ま
す
。
通
常
級
、
支
援
学
級
を

問
わ
ず
、
す
べ
て
の
教
員
が
子
ど
も
の
行
動

へ
の
肯
定
的
理
解
を
深
め
、
対
応
法
を
学
び
、

支
援
の
質
を
上
げ
て
い
く
こ
と
、
特
別
支
援

学
校
と
の
人
事
交
流
、
通
級
指
導
教
室
の
全

校
設
置
を
求
め
ま
し
た
。

校
内
登
校
支
援
教
室
の
全
校
設
置
を

モ
デ
ル
校
を
中
学
校
3
校
に
設
置
し
て
5

年
目
。
モ
デ
ル
校
の
成
果
や
課
題
を
踏
ま
え
、

速
や
か
に
全
校
設
置
す
る
よ
う
求
め
た
と
こ

ろ
、
教
育
長
か
ら
「
令
和
9
年
度
以
降
、
全

て
の
中
学
校
へ
設
置
で
き
る
よ
う
進
め
て
い

く
」
と
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。
設
置
に
は
、

予
算
や
人
材
の
確
保
等
が
必
要
で
す
。
市
長

部
局
へ
も
全
面
協
力
を
要
請
し
ま
し
た
。

多
様
な
学
び
の
場
の
保
障
を

子
ど
も
は
安
心
で
き
る
場
が
保
障
さ
れ
て

初
め
て
学
び
に
向
か
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

学
校
に
と
ど
ま
ら
ず
、
生
き
る
力
を
育
む
こ

と
を
最
優
先
に
、
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
や
生
涯

学
習
施
設
、
地
域
や
オ
ン
ラ
イ
ン
等
も
視
野

に
入
れ
、
地
域
や
民
間
の
協
力
も
得
な
が
ら

多
様
な
学
び
の
場
を
保
障
す
る
よ
う
求
め
た

と
こ
ろ
、
地
域
に
あ
る
様
々
な
学
び
の
場
に

つ
な
が
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
周
知
に
努

め
る
と
と
も
に
、
相
談
指
導
教
室
の
機
能
拡

充
な
ど
に
も
取
り
組
む
と
の
こ
と
で
し
た
。

12
月
議
会
報
告　

一
般
質
問　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
民
環
境
経
済
委
員
会

※
4 

障
害
の
有
無
等
で
学
び
の
場
を
分
け
ず
、
多
様
性
を
認

め
合
い
、
す
べ
て
の
子
ど
も
が
地
域
の
学
校
、
通
常
学

級
で
学
ぶ
教
育

※
5 

通
常
の
学
級
に
在
籍
し
、
対
人
関
係
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
に
課
題
を
感
じ
て
い
る
小
・
中
学
生
が
通

室
す
る
「
サ
ポ
ー
ト
ル
ー
ム
」（
小
中
各
6
校
）
と
「
き

こ
え
と
こ
と
ば
の
教
室
」（
小
5
校
）
が
あ
る
。

※
2 

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
公
的
機
関
で
助
産
師
や
心
理
士
、
社

会
福
祉
士
等
が
常
駐
し
、
13
才
か
ら
20
代
前
半
の
ユ
ー

ス
が
無
料
で
安
心
し
て
相
談
で
き
る
。

※
3 

性
や
妊
娠
に
関
す
る
正
し
い
知
識
を
身
に
つ
け
、
健
康

管
理
を
行
う
よ
う
促
す
こ
と

※
1

※
3

※
2

※
4

※
5
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救急車を呼ぶか迷ったら

♯7119

に電話してください。24時間 365日、
看護師さんが相談にのってくれます。

突然の激しい頭痛や急な息切れ、
呼吸困難などの症状があったら、
ためらわずに 119番へ。

045-232-7119

045-523-7119

045-242-3808 

かながわ救急相談センター　♯7119

へ

急な病気やけがで、
救急車を呼んだ方がいいか迷ったら、

◉市外局番 042の固定電話からは、

ま
た
は

◉聴覚、音声・言語機能に障害のある方は

Fax

「
マ
イ
ナ
保
険
証
」

な
く
て
も
大
丈
夫

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
健
康
保

険
証
を
一
体
化
し
た
「
マ
イ
ナ
保

険
証
」
へ
の
移
行
で
、
従
来
の
保

険
証
の
新
規
発
行
は
、
12
月
2
日

に
停
止
さ
れ
ま
し
た
が
、
慌
て
な

く
て
も
大
丈
夫
。
現
在
の
保
険
証

は
、
有
効
期
限
ま
で
使
え
ま
す
し

（
期
限
が
示
さ
れ
て
い
な
い
保
険
証

は
、
2
0
2
5
年
12
月
1
日
ま
で

使
用
可
）、
有
効
期
限
が
切
れ
る
前

に
、
従
来
の
保
険
証
と
変

わ
ら
ず
使
え
る
「
資

格
確
認
書
」
が
送
ら

れ
て
き
ま
す
。
安
心

し
て
く
だ
さ
い
。

● 公式ウェブサイト https://nomotoyoshimi.com/● のもとよしみ事務所  〒252-0171　神奈川県相模原市緑区与瀬1309-1
TEL 042–682–6301　FAX 042-682-6302
E-mail iki-iki-nonohana@nifty.com

のもとよしみ 相模原市議会議員
 nomoto_ yoshimi

市
民
税
非
課
税
世
帯
へ
3
万
円　

国
の
物
価
高
騰
対
策

で
、
市
民
税
非
課
税
世
帯

（
約
8
万
世
帯
）
に
3
万

円
、
子
ど
も（
18
歳
以
下
）

に
は
1
人
2
万
円
が
加

算
さ
れ
て
支
給
さ
れ
ま

す
。
す
で
に
支
給
実
績
が
あ
る
世
帯
に
は

「
給
付
金
支
給
の
お
知
ら
せ
」
が
、
そ
の
他

の
世
帯
に
は
確
認
書
等
が
届
き
ま
す
。
支

給
は
1
月
末
か
ら
の
予
定
で
、
受
付
締
切

は
4
月
末
で
す
。
予
算
28
億
21
百
万
円
の

う
ち
、
2
億
61
百
万
円
は
事
務
費
。
支
給

を
急
ぐ
た
め
、
入
札
を
行
わ
ず
、
随
意
契

約
で
の
委
託
と
な
り
ま
す
。
真
に
支
援
が

必
要
な
方
へ
の
、
生
活
の
底
上
げ
に
つ
な

が
る
政
策
を
期
待
し
ま
す
。

ナ
ラ
枯
れ
樹
木
の
伐
採　

こ
こ
3
年
、
1
億
5
千
万
〜
2
億
円
規

模
の
伐
採
が
続
く
ナ
ラ
枯
れ
。
補
正
予
算

で
、
緑
地
3
3
9
本
、
公
園
2
3
0
本
の

伐
採
費
用
、
約
1
億
4
千
万
円
が
計
上
さ

れ
ま
し
た
。
ナ
ラ
枯
れ
だ
け
で
な
く
、
通

行
を
妨
げ
、
住
戸
に
被
害
を
も
た
ら
す
樹

木
や
、
危
険
木
な
ど
も
計
画
的
に
伐
採
を

進
め
る
よ
う
、
要
請
し
ま
し
た
。

戸
籍
に
ふ
り
が
な　

通
知
書
発
送
と
特
設
窓
口

戸
籍
法
が
改
正
さ
れ
、
施
行
日
（
5
／

26
）
以
降
は
、
戸
籍
の
氏
名
に
ふ
り
が
な

の
記
載
が
必
須
に
な
り
、「
キ
ラ
キ
ラ
ネ
ー

ム
」
の
命
名
に
も
制
限
が
か
か
り
ま
す
。

5
月
以
降
、
本
籍
地
の
あ
る
自
治
体
か
ら

全
国
民
に
「
ふ
り
が
な
の
確
認
通
知
書
」

が
届
き
ま
す
の
で
、
誤
り
が
あ
れ
ば
届
出

を
。
1
年
以
内
に
届
出
が
な
け
れ
ば
、
通

知
し
た
ふ
り
が
な
が
記
載
さ
れ
ま
す
。
12

月
議
会
で
は
、
本
市
に
本
籍
が
あ
る
約

57
万
人
へ
の
通
知
書
発
送
や
各
区
の
特
設

窓
口
と
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
等
の
委
託
の
た

め
、
約
２
億
円
が
予
算
化
さ
れ
ま
し
た
。

中
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
整
備
へ　

2
0
2
6
年
中

の
全
員
喫
食
を
め

ざ
し
、
2
つ
の
給

食
セ
ン
タ
ー
を
新

設
し
ま
す
。
設
計
、

建
設
に
加
え
、
15
年
間
の
調
理
、
運
営
、

配
送
等
を
行
う
事
業
者
を
総
合
評
価
一
般

競
争
入
札
で
決
定
。
入
札
は
、
ど
ち
ら
も

1
者
の
み
で
し
た
。

（
仮
称
）
北
部
給
食
セ
ン
タ
ー
（
緑
区
大

島
、
10
校
分
1
日
8
千
食
）
は
、（
株
）
相

模
原
学
校
給
食
サ
ー
ビ
ス
（
東
洋
食
品
他

8
社
）
が
落
札
し
、
契
約
金
額
は
約

1
4
1
億
5
2
5
3
万
円
。（
仮
称
）
南

部
給
食
セ
ン
タ
ー
（
南
区
古
淵
、
17
校
分

1
日
9
千
食
）
は
、（
株
）
さ
が
み
南
部
給

食
セ
ン
タ
ー
（
山
路
フ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
他

３
社
）
が
落
札
し
、
契
約
金
額
は
約

1
6
6
億
1
4
7
0
万
円
。
相
模
湖
・
藤

野
地
区
は
、
既
存
の
給
食
セ
ン
タ
ー
か
ら

配
送
、
藤
野
地
区
は
、
小
学
校
給
食
室
の

活
用
等
も
並
行
し
て
検
討
す
る
と
し
て
い

ま
す
。
地
場
農
産
物
を
活
用
し
、
栄
養
バ

ラ
ン
ス
の
取
れ
た
温
か
く
て
美
味
し
い
給

食
が
提
供
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。　


